
任用替え後の業務の処理に関する調査結果（概要）

【資料３】

○ 任用替え（技能労務職から一般行政職への転換）を行っている地方公共団体に対し、
任用替え前の業務の処理状況について、サンプル調査を実施。

○ 3県と76市（合計79団体）を対象に 質問票による調査を実施○ 3県と76市（合計79団体）を対象に、質問票による調査を実施。

調査結果の概要

〔任用替え後の業務の処理形態〕

・「引き続き在職する技能労務職員と臨時・非常勤職員により分担」の回答が最多。
（79団体中41団体（複数回答可。以下同じ。））（79団体中41団体（複数回答可。以下同じ。））

・次いで、「外部委託」の回答が多かった。（79団体中38団体）

〔任用替え後の職員が従事する業務〕

・「任用替え前に従事していた業務とは直接関係しない業務」の回答が最多。
（79団体中72団体）

・次いで、「任用替え前に従事していた業務を包含する業務」（79団体中26団体）、次いで、 任用替え前に従事していた業務を包含する業務」（79団体中26団体）、
「任用替え前に従事していた業務に関連する業務」（79団体中22団体）の回答が多かった。

・「任用替え前に従事していた業務を包含する業務に従事している」との回答例として
「運転業務を含む秘書業務」や「給食センター管理運営業務」等があった。運転業務 含 秘書業務」 給食 管 運営業務」等 。

・「任用替え前に従事していた業務に関連する業務に従事している」との回答例として
「学校施設管理業務」や「ごみ収集に関連する管理業務」等があった。


